
時差



まずは４/28(火)の課題
『整理と対策』P.28～P.29の
答え合わせをしよう。

『整理と対策』は提出しなくてよいです。

４/６(月)に配った冊子
『臨時休業中の課題』は５/１１(月) 
の登校日に提出してください。
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★【経度】が【１５】度ずれると１時間の時差
西（ ）にずれると時間は【 すすむ 】
東（ ）にずれると時間は【 もどる 】

これだけは
おさえておこう!



『時差』に関する
入試問題的な問題に
チャレンジしよう！



まずは自分で答えを
出してみて、

以下のスライドを
見ながら確認しよう。



Ａ地点が２月１日午前７時で、
求めたい地点が１月３１日午後１０時
ということは、

求めたい地点の時間はＡ地点より
９時間もどることになる。

９時間もどるということは経度にすると
９×１５度＝１３５度もどることになる。

Ａ地点は東経１３５度なので、
そこから１３５度もどるということは
１３５度西(＝左)にずれることになる。

したがって答えは０度の経線上にある
イとなります。

・

・

135度
＝9時間



もう１問！



Ⅰの条件と
Ⅱの資料と
ア～エの
選択肢は
次のｽﾗｲﾄﾞ





Ａ(オスロ)は東経１５度で、東京は東経１３５度なので、経度の差は１２０度になる。

東経１５度 東経１３５度

８時間すすむ

オスロからみて東京の時間は１２０度÷１５度＝８時間すすむことになる。

１２０度

したがってオスロでテレビ電話が使える午前８時から午後６時(１８時)の時間帯は
東京だと８時間プラスして、午後４時(１６時)から午前２時(２６時)となる。



Ａオスロの午前８時から午後６時(１８時)の時間帯は
東京の午後４時(１６時)から午前２時(２６時)でした。

その時間帯を資料Ⅱにあてはめると

↓このようになります」



Ｂ(カイロ)は東経３０度で、東京は東経１３５度なので、経度の差は１０５度になる。

東経３０度 東経１３５度

７時間すすむ

カイロからみて東京の時間は１０５度÷１５度＝７時間すすむことになる。

１０５度

したがってカイロでテレビ電話が使える午前８時から午後６時(１８時)の時間帯は
東京だと７時間プラスして、午後３時(１５時)から午前１時(２５時)となる。



Ｂカイロの午前８時から午後６時(１８時)の時間帯は
東京の午後３時(１５時)から午前１時(２５時)でした。

その時間帯を資料Ⅱにあてはめると

↓このようになります」



Ｃ(ｼﾞｬｶﾙﾀ)は東経１０５度で、東京は東経１３５度なので、経度の差は３０度になる。

東経１０５度 東経１３５度

２時間すすむ

ジャカルタからみて東京の時間は３０度÷１５度＝２時間すすむことになる。

３０度

したがってｼﾞｬｶﾙﾀでテレビ電話が使える午前８時から午後６時(１８時)の時間帯は
東京だと２時間プラスして、午前１０時から午後８時(２０時)となる。



Ｃジャカルタの午前８時から午後６時(１８時)の時間帯は
東京の午前１０時から午後８時(２０時)でした。

その時間帯を資料Ⅱにあてはめると

↓このようになります」



Ｄ(ｷｬﾝﾍﾞﾗ)は東経１５０度で、東京は東経１３５度なので、経度の差は１５度になる。

東経１０５度 東経１５０度

１時間もどる

キャンベラからみて東京の時間は１５度÷１５度＝１時間もどることになる。

３０度

したがってｷｬﾝﾍﾞﾗでテレビ電話が使える午前８時から午後６時(１８時)の時間帯は
東京だと１時間マイナスして、午前７時から午後５時(１７時)となる。



Ｃジャカルタの午前８時から午後６時(１８時)の時間帯は
東京の午前７時から午後５時(１７時)でした。

その時間帯を資料Ⅱにあてはめると

↓このようになります」



したがってＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄのすべて地点の友だちとを同時に相談できるのは

↓このようになります」

Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄのすべてを資料Ⅱにあてはめると

▼ウの午後４時～５時になります。



どうでしたか？

１～２年生の復習を終えたら、
問題集や入試問題にも
取り組んでいきましょう。

『整理と対策』対策編
を配布しましたので、
各自でトライしましょう。

また教室で授業が
できる日を楽しみ
にしています。
みんな頑張ってね!


